
確認プリント解答【中学校２年生】数と式 
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⑥ (1) ｘ－ｙ＝３ (2)   エ 

 

⑦ (1)   ウ (2)  ウ 

(3)  ３ｘ＋２ｙ＝４６０ 

    ４ｘ＋３ｙ＝６３０ 

 

⑧    オ     ５００ｘ＋３００ｙ＝１９００ 

 

⑨       ウ 

 

 



⑩    ウ    ２００ｘ＋１２０ｙ＝２１６０ 

⑩

別解 

   イ   ｘ－ｙ＝６ 

   エ   ２００ｘ－１２０ｙ＝１４４０ 

 

⑪ 

(1) 

（解答例１） 

 ４（ n －３） 

 n －３は整数だから，４（n－３）は４の倍数である。 

 したがって，はじめの数としてどんな整数を入れても，計算結果は    

 いつでも４の倍数である。 

 

（解答例２） 

 ４n－１２ 

 ４n，１２が４の倍数で，４の倍数の差は４の倍数だから， 

 ４n－１２は４の倍数である。 

 したがって，はじめの数としてどんな整数を入れても，計算結果は   

 いつでも４の倍数である。  

(2) 

 ・アを選択し，４，２ のいずれかを解答 

 ・イを選択し，２ と解答 

 

 

 



⑫ 

（解答例１） 

イを選択し、 

通常料金 a について，団体料金の１０人分が通常料金の何

人分にあたるかを表す式に，a が含まれていないので，通常

料金が変わっても，団体料金の１０人分が通常料金の何人

分にあたるかは変わらない。 

 

（解答例２） 

イを選択し、 

通常料金 a について，団体料金の１０人分が通常料金の何

人分にあたるかを求める計算過程でa がなくなるので，通常料

金が変わっても，団体料金の１０人分が通常料金の何人分に

あたるかは変わらない。 

⑬ 

(1)   ① ２ｎ＋３   ② ３ (3)    エ 

(2) 

 （解答例） 

 ５（２n ＋５） 

 ２ n ＋５は中央の奇数だから，５（２ n ＋５）は中央の奇数 

 の５倍である。 

 したがって，連続する５つの奇数の和は，中央の奇数の５倍 

 である。 

 

 

 

 

 


